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が千歳市に立地します

世界と協力し、最先端半導体の量産を通じ、
日本の産業力を強化するとともに世界のモノづくりをリード

世界最先端２ｎ
ナノメートル

ｍ半導体の 開発、　 製造へ

Rapidusラ ピ ダ ス

ラピダス社と鹿島建設が公開した半導体製造工場のイメー
ジ図。工場は IIM（イーム※１）と名付けられ、ラピダス社
は 2 nm（ナノメートル※２）の半導体を製造する《IIM-1》、
さらにその上をいく性能を持つ半導体の製造をめざす《IIM-2》
を建設する予定としています。屋上や周辺に植樹が施され、
周囲の自然との調和が図られていることが特徴です。

イメージ図作成：鹿島建設株式会社

千歳美々ワールドに巨大工場が立地

※１　IIM（イーム）= Innovative Integration for Manufacturing
　　   ラピダス社独自の半導体製造工場の呼称。
※２　1 ナノメートルは 10 億分の 1 メートル。

９月から IIM-1 の建設工事に着手し、2025 年４月か
らの試作ライン稼働を見込んでいます。その後、２
棟目となる IIM-2 の建設にも着手する予定です。

半導体を材料に用いた製品も一般に《半導体》
と呼ばれ、情報の記憶、数値計算、論理演算
などの知的な情報処理を可能にします。

電気をほぼ
通さない

絶縁体

両者の性質
を有する

半導体

電気を
よく通す

導体

半導体は《導体》と《絶縁体》の中間の性質
を持ち、特定の条件下でどちらの役割も果た
せる物質です。この性質を利用して電流を制
御することができます。

金属など シリコン
など ゴムなど

特定の条件下で性質が変化

電子機器の
頭脳！

そもそも《半導体》って何？

設備機器
立ち上げ開始

▼
2024.9

IIM-1
新築着工

▼
2023.9

製造機器
搬入開始

▼
2024.12

ライン
稼働開始

▼
2025.4

IIM ( イーム ) -1 工事スケジュール

造成工事
着工

▼
2023.6

千歳美々ワールド
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創業個人株主
12 名

経営株主

東 哲郎
取締役会長

小池 淳義
代表取締役社長

企業８社が出資昨 年 12 月 ､ ラ ピ ダ ス 社 は、
世界初の回路線幅 2nm の半
導体開発に成功した米 IBM 社
との間に、戦略的パートナー
シップ協定を締結しました。

連 携

連 携

i
アイメック
mec は、ベルギーの半導体

国際研究機関です。半導体の
製造に必要な露光装置を保有
しています。

サポート

世界を巻き込んだ国家プロジェクト！

政府による開発費支援
令和４年度：700 億円
令和５年度：2,600 億円

国

千歳市 北海道

IIM-1

　

２
月
28
日
、
半
導
体
製
造
企
業

Ｒ
ａ
ｐ
ｉ
ｄ
ｕ
ｓ
（
ラ
ピ
ダ
ス
）

株
式
会
社
が
、
本
市
に
世
界
最
先

端
の
半
導
体
製
造
工
場
を
建
設
す

る
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

ラ
ピ
ダ
ス
社
は
、
２
０
２
５
年

に
は
試
作
ラ
イ
ン
を
、
２
０
２
７

年
に
は
量
産
ラ
イ
ン
を
立
ち
上
げ

る
計
画
で
あ
り
、
こ
と
し
９
月
に

は
第
１
棟
目
と
な
る
工
場
の
建
設

に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
５
月
22
日
に
は
、
ラ
ピ

ダ
ス
社
、
千
歳
市
そ
し
て
北
海
道

が
連
携
し
て
説
明
会
を
開
催
し
、

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
詳
細
が
公
表

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
説
明
会

で
公
表
さ
れ
た
内
容
を
も
と
に
、

ラ
ピ
ダ
ス
社
の
事
業
内
容
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。
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８８
つつ
のの
ＱＱ
＆＆
ＡＡ

工
場
建
設
に
関
す
る

　

工
事
期
間
中
、
作
業
員
や
我
々
社
員

を
含
め
ピ
ー
ク
時
に
は
建
築
工
事
に

２
千
人
程
度
、
設
備
工
事
で
は
４
千
人

程
度
が
現
場
で
作
業
す
る
と
想
定
し
て

い
る
。
作
業
員
の
住
居
は
現
場
近
く
に

仮
設
の
宿
舎
を
建
設
す
る
ほ
か
、
周
辺

の
宿
泊
施
設
の
利
用
も
想
定
し
て
い

る
。
食
事
は
、
敷
地
内
に
食
堂
や
売
店

を
用
意
し
、
な
る
べ
く
そ
の
中
で
完
結

し
よ
う
と
考
え
て
い
る
が
、
相
当
数
の

作
業
員
が
い
る
た
め
、
周
辺
の
飲
食
店

も
利
用
す
る
こ
と
も
あ
る
。
作
業
員
の

利
用
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

た
い
。 敷

地
内
で
の
完
結
が

原
則
で
は
あ
る
が
。

工
事
期
間
中
の
工
事
関
係
者
の
人

数
は
。
ま
た
、
そ
の
方
々
の
生
活

環
境
の
整
備
は
ど
う
す
る
か
。

Ｑ

　

半
導
体
産
業
は
裾
野
が
広
く
、
工
場

１
つ
で
は
何
も
で
き
な
い
。
具
体
的
に

ど
ん
な
業
種
の
会
社
が
何
社
と
は
言
え

な
い
が
、
関
連
企
業
が
そ
ば
に
あ
る
と

運
搬
に
要
す
る
コ
ス
ト
や
時
間
、
Ｃ
Ｏ

２
を
削
減
で
き
る
の
で
、
近
い
と
こ
ろ

に
立
地
し
て
も
ら
い
た
い
。

裾
野
が
広
い
産
業
。

ぜ
ひ
近
く
に
。

関
連
企
業
の
立
地
は
ど
の
よ
う
に

見
込
ん
で
い
る
か
。

Ｑ
　

技
術
者
は
500
～
600
人
程
度
の
規
模
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。
従
来
の
よ
う
な

技
能
員
は
考
え
て
お
ら
ず
、
Ａ
Ｉ
な
ど

を
学
習
し
た
熟
練
の
方
に
入
っ
て
も
ら

お
う
と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
全
部

合
わ
せ
て
い
く
と
千
人
規
模
に
な
る
と

思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
大
学

や
高
専
を
卒
業
し
た
方
々
も
含
め
、
十

分
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん
だ
方
々
を

広
く
採
用
し
て
い
き
た
い
。

熟
練
の
技
術
者
を

数
百
人
規
模
で
。

工
場
操
業
時
の
従
業
員
の
規
模
は

ど
う
か
。
ま
た
、
求
め
る
人
材
や

人
材
育
成
に
つ
い
て
伺
う
。

Ｑ

　

ラ
ピ
ダ
ス
社
の
取
り
組
み
は
、
こ
れ

ま
で
の
半
導
体
産
業
の
な
か
で
も
最
先

端
の
技
術
を
追
求
す
る
も
の
。
日
本
で

は
、
大
き
な
産
業
と
し
て
自
動
車
が
あ

る
が
、
自
動
車
産
業
は
転
換
期
を
迎
え

て
お
り
、
自
動
走
行
の
実
現
を
目
前
に

し
、
電
動
化
も
進
ん
で
い
る
。
自
動
走

行
を
実
現
す
る
に
は
、
車
を
高
性
能
化

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
電
動
化
に

は
車
の
消
費
電
力
を
下
げ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
の
産
業
の
屋
台

骨
で
あ
る
自
動
車
産
業
を
支
え
る
の
が

ラ
ピ
ダ
ス
社
の
半
導
体
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
る
。
水
や
自
然
環
境
、
ま
ち
づ
く

り
の
面
で
の
い
ろ
い
ろ
な
懸
念
や
課
題

に
つ
い
て
は
、
北
海
道
、
千
歳
市
、
ラ

ピ
ダ
ス
社
、
鹿
島
建
設
の
方
々
、
そ
し

て
住
民
の
皆
さ
ま
と
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん

で
、
そ
れ
ら
を
払
拭
で
き
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
日
本
の
未
来
を
支
え
る
と
、
我
々

は
強
く
思
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
ご

理
解
い
た
だ
い
て
、
長
い
目
で
見
て
い

た
だ
き
な
が
ら
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
応
援
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
る
。 こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

日
本
の
未
来
を
支
え
る
。

次
世
代
半
導
体
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
立

ち
上
げ
の
日
本
に
と
っ
て
の
意
義

と
可
能
性
は
。

Ｑ

　

半
導
体
の
工
場
は
、
非
常
に
大
量
の

材
料
を
使
う
の
で
、
で
き
れ
ば
近
い
地

場
の
企
業
か
ら
調
達
し
た
い
。
ま
た
、

工
場
建
設
に
関
し
て
も
、
で
き
る
だ
け

地
場
の
企
業
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
が
、
半
導
体
の
工
場
は
か
な
り
特
殊

で
あ
る
た
め
、
あ
る
程
度
の
施
工
実
績

が
ど
う
し
て
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

た
だ
、
こ
れ
ま
で
北
海
道
に
は
、
大
規

模
な
半
導
体
の
工
場
が
な
か
っ
た
た
め

に
、
こ
う
し
た
実
績
を
も
つ
企
業
が
あ

ま
り
多
く
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の

で
、
将
来
に
わ
た
り
パ
ー
ト
ナ
ー
と

な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら

工
場
を
１
棟
、
２
棟
と
建
設
し
て
い
く

中
で
、
半
導
体
の
建
設
や
運
営
に
つ
い

て
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

よ
り
多
く
の
地
場
企
業

を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
。

地
元
で
の
調
達
や
取
引
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
に
つ
い
て
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

Ｑ
　

関
連
産
業
の
企
業
か
ら
、
近
く
に
立

地
し
た
い
と
い
う
オ
ー
ダ
ー
を
多
く
い

た
だ
い
て
お
り
、
市
街
地
の
オ
フ
ィ
ス

や
マ
ン
シ
ョ
ン
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

も
来
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
に
応
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
モ
ノ
と
人
が
動
け

ば
新
千
歳
空
港
の
利
活
用
が
進
み
、
輸

送
能
力
の
強
化
が
必
要
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。
米
国
や
欧
州
の
路
線
が
増
え

れ
ば
、
真
の
意
味
で
の
国
際
拠
点
空
港

化
が
進
む
。
先
端
の
教
育
施
設
が
立
地

さ
れ
れ
ば
、
研
究
者
の
居
住
も
進
み
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
が
集
ま
っ
て
く

る
。
こ
の
た
め
、
研
究
者
な
ど
を
受
け

入
れ
る
よ
う
な
住
宅
地
に
つ
い
て
も
検

討
が
必
要
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
国
際

都
市
へ
の
飛
躍
を
め
ざ
し
た
い
。

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て

国
際
都
市
へ
の
飛
躍
を
。

立
地
に
よ
っ
て
新
た
な
ニ
ー
ズ
も

見
込
ま
れ
る
。
今
後
ど
ん
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
か
。

Ｑ

Question ＆ Answer about IIM
Rapidus（株）
専務執行役員

清水 敦男 氏

Rapidus（株）専務執行役員
清水 敦男 氏

Rapidus（株）代表取締役社長
小池 淳義 氏

鹿島建設（株） 
IIM-1 建設計画工事事務所 副所長

阿部 直樹 氏

千歳市 次世代半導体拠点推進室長
森 周一 

経済産業省 商務情報政策局
情報産業課長　金指 壽 氏

4R
建設廃棄物を

削減する
４つのＲ

Refuse
・事前にカットした資材の搬入
・設備配管のユニット化

・廃棄物を効率的に分別する
　《ゼロエミッションヤード》　

・塗料材容器の使い回し
・土のう袋の繰り返し利用
・セメント袋のガラ袋としての再利用

産業廃棄物許可業者
再生業者
材料メーカー

マニフェスト
リサイクル

伝票

ラピダス社
鹿島建設の

持込抑制
Reduce 発生抑制

Reuse 再利用 Recycle 再資源化

産学官で連携し、プロジェクトを成功に導く

搬出した廃棄物の管理・記録

聞きたい
こと

いろいろ

カットした資材

説
明
会
の
模
様
を

北
海
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
し
て
い
ま
す
。

５月 22 日開催の説明会にて。
写真左から横田市長、鈴木道知事、ラピダス社 小池社長、 東会長、
米 IBM 社 ダリオ・ギル シニアバイスプレジデント 、
経済産業省 野原 商務情報政策局長、土屋道副知事。

説明会には約 1,400 人が来場し、次世代半導体プロ
ジェクトに対する関心の高さを印象付けました。

　

地
元
自
治
体
の
責
務
と
し
て
、
ラ
ピ

ダ
ス
社
が
工
場
を
建
設
す
る
前
に
環
境

調
査
を
し
、
工
場
の
稼
働
後
も
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
続
け
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

る
。
こ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
を
公
表

し
、
安
全
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

市
民
の
方
々
に
示
し
て
い
き
た
い
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で

安
全
性
を
チ
ェ
ッ
ク
。

Rapidus（株）専務執行役員
清水 敦男 氏

住
民
に
と
っ
て
良
好
な
自
然
環
境

を
確
保
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
市

は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

Ｑ
　

試
作
ラ
イ
ン
で
使
用
す
る
水
は
、
工

場
内
に
設
け
る
浄
水
施
設
で
浄
化
し
、

い
っ
た
ん
市
の
下
水
処
理
場
に
入
れ
、

そ
こ
で
さ
ら
に
処
理
を
し
て
千
歳
川
に

放
流
す
る
。
水
を
工
場
の
外
に
出
す
時

点
で
法
令
の
基
準
を
満
た
す
よ
う
に

し
、
そ
の
基
準
よ
り
も
さ
ら
に
厳
し
い

基
準
値
を
自
治
体
と
の
《
協
定
値
》
と

し
て
設
定
す
る
な
ど
、
二
重
三
重
に
対

策
を
行
い
、
製
造
ラ
イ
ン
を
運
用
す
る
。

排
水
は
二
重
三
重
の

対
策
を
徹
底
。

工
事
の
排
水
に
よ
る
周
辺
の
自
然

環
境
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

Ｑ 千歳市 
次世代半導体拠点推進室長

 　森 周一 

５
月
22
日
、
北
ガ
ス
文
化
ホ
ー
ル
に
て
《
北
海
道
に
お
け
る
次
世
代
半
導
体
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
説
明
会 

及
び 

工
事
計
画
等
説
明
会
》
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
記
事
は
、
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
で
多
く
の
声
が

寄
せ
ら
れ
た
質
問
に
対
し
、
説
明
会
当
日
に
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
た
有
識
者
が
回
答
し
た

内
容
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

ラピダス社・鹿島建設の
環境保全へのその他の取り組み

交通渋滞防止・交通災害防止対策

粉塵の飛散防止対策

騒音・振動の抑制対策

低騒音型クレーン
の導入

ゲート前の
タイヤ洗浄

など


